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	相談事例番号
	No.　　（相談時間：　　分　　秒）
	評価実施日
	年　　　月　　　日

	事例提供者

（氏名・職名）
	
	相談の形式
	対面相談　・　電話相談

	録音した音声
	実際の患者家族等からの相談　・　相談員同士での模擬相談
	逐語録作成
	あり　・　なし

	部門内

モニタリング

参加者

（氏名・職名）
	1. 
	2. 

	事例概要

※事例提供者の方が記載してください
	

	事例提出意図

検討したいこと

※事例提供者の方が記載してください
	

	

	Ⅰ．相談員の対応

	1）相談機関の方針の遵守に関する事項（No.1～8）について、

部門内で挙がった主な意見を具体的に記載してください。
1. センター内で承認された情報を正確に提供している。
2. （ある程度まとまった）情報を伝えるときに、免責事項、および、出典を伝えている。
3. 医師が行うような診断や、特定の治療を勧めるようなことをしていない。
4. 主治医と患者・家族、医療機関との関係を妨げるような発言や行動をしていない。
5. 相談員の個人的な立場、好み、信条、意見を伝えていない。
6. 相談者の個人情報を不適切に扱ったり、不必要に聞いたりしていない。
7. 相談員の個人情報を伝えていない。
8. 次回の電話を促すような言葉かけをおこなっている。
	（1） 良かった対応・続けていくと良いこと


	
	（2） 指摘事項


	
	（3） 改善に向けての工夫・対策


	2）相談者の体験や感情表出の促進に関する事項（No.9～11）について、

部門内で挙がった主な意見を具体的に記載してください。

9. 相談者が話しやすいと思えるような話し方をしているか。
10. 相談者の訴えを十分に聴き入っているか。
11. 相談者の体験やそれからくる感情を受けとめながら聴いているか。
	（1） 良かった対応・続けていくと良いこと


	
	（2） 指摘事項


	
	（3） 改善に向けての工夫・対策


	3）相談者の状況の的確な把握と確認に関する事項（No.12～14）について、

部門内で挙がった主な意見を具体的に記載してください。
12. 相談者を適確に把握するための知識を十分に活用した対応ができているか。
13. 相談者の状況を、直接相談者に確認しながら把握しているか（例：治療内容、療養環境、患者自身の意見、医療者との関係、家族関係など）。
14. 相談員が把握した相談者の状況や、感情を要約し、相談者に直接確認しているか。
	（1） 良かった対応・続けていくと良いこと


	
	（2） 指摘事項


	
	（3） 改善に向けての工夫・対策


	4）アセスメント、相談者のニーズの的確な把握に関する事項（No.15～16）について、部門内で挙がった主な意見を具体的に記載してください。
15. 相談者の主訴（表面的な質問、単発的な質問など）とニーズ（相談者がこの相談の中で本当に聞きたいこと、相談者が困っている真の原因など）を右記に挙げてください。
16. 相談員が把握した相談者の主訴とニーズを、相談者に直接確認しているか。
※列挙でかまいません。
	（1） 主に挙げられた主訴、ニーズ
主　1
　2
　3
　4
二　1
　2

	
	（2）部門内モニタリングを行い、気づいた点


	5）適切な情報支援の実施に関する事項（No.17～20）について、

部門内で挙がった主な意見を具体的に記載してください。
17. 主訴とニーズに対し適切に対応しているか。
18. 相談者が理解できる言葉で情報提供を行っているか。
19. 主治医と患者・家族との関係を把握し、主治医との関係が良好になるような支援をしているか。
20. 相談者自身が自力で行動したり判断したりするための情報支援を行っているか。
	（1） 良かった対応・続けていくと良いこと


	
	（2） 指摘事項


	
	（3） 改善に向けての工夫・対策


	Ⅱ．相談者の反応

	相談者の反応に関する事項（No.1～7）について、

部門内で挙がった主な意見を具体的に記載してください。
1. 相談者の体験や感情、相談したい内容が相談員に十分に伝わったという反応があったか
2. 相談者が今おかれている状況を理解したという反応があったか。
3. 提供された情報に納得したという反応があったか。

4. 今後行うべき具体的な行動が述べられたか。
5. 声のトーンに変化があったか。
6. この電話相談を利用してよかったという反応があったか。

7. 今後も相談しようという反応があったか。
	

	Ⅲ．相談の総合評価

	1）個人としての課題・目標

課題解決に向けての目標、学習方法を事例提供者の方が記載してください。
	

	2）参加者としての学び

今回の部門内モニタリングを通じて、どのような学びが得られたかを

事例提供者以外の方が記載してください。
	

	3）組織（部門・施設）としての課題・目標

今回の部門内モニタリングを通じて確認した、組織として取り組むべき
課題、課題解決に向けての計画を記載してください。
※どのような事例であっても適用できるような抽象的な記載ではなく、
今回の事例に引き付けて具体的に検討された
「組織として取り組むべき課題」「課題解決に向けての計画」についての
記載であることが望ましい。
	


